
「地理空間」執筆要綱 
 

 
１）原稿の作成 

  本文等では，A4版白紙片面を縦に用いて上下25mm，左右50mm程度の余白を取り，

文字サイズは１１ポイント程度とし，23 字×36 行で印刷する。 
２）論文表題・論文著者等の記述 

和文表題，論文著者，所属機関・部署名，キーワード５個程度と，同英文表記を以上

の順序で表記する。 
３）和文摘要・英文要旨 

和文の摘要は 400 字以内で記述する。英文要旨は 500 語以内とし，上下左右の余白を

十分に取って 20～25 行で印刷する。 
４）章・節・項のスタイル 

章はⅠ，Ⅱ，‥‥，節は 1.，2.，‥‥，項は 1)，2) ‥‥とする。本文中では，「Ⅱで

は」，「Ⅲの２において」のように表記する。 
５）句読点 

本文では，句点は「。」，読点は「，」とする。注・文献表では，句点を「．」とする。 
６）文献の引用 

 「伊藤 (1993)では」，「町田・新井（1983）によると」，「Ilbery and Kneafsey (2000)は」，

「…である（町田・新井，1983）。」，「…（伊藤，1993；Ilbery and Kneafsey，2000）。」

「末吉（1989，1991）は」，「…である（マッカン 2008: 67-73）」，「…という指摘もある 

(Johnston et. al. 1994: 136-138）。」，「村山ほか (1997)は，」のように表記する。著者が 3

人以上の場合は，筆頭著者の姓の後に「ほか」もしくは「et. al.」を付す。 

７）図表番号の記し方 

 表は表１，表２，‥‥，図は図１，図２，‥‥，とする。写真は図に含める。一つの

図表が複数の部分に分かれる場合は，a ，b …を付し，本文では図 1-a のように言及す

る。図表番号は１桁のものは全角数字を用い，２桁以上の場合は半角数字を用いる。 
８）原稿の順番 

① 表題，著者名，所属機関・部局   
② 和文摘要・英文要旨，キーワード   
③ 本文（注，文献，付録含む）   
④ 図表キャプション 
⑤ 表   
⑥ 図 
の順に並べ，和文摘要から本文末尾まで通しページを付ける｡ 

９）注 

注は，本文の記述を簡潔にしたために，本文を補足する必要が特別にある場合に限っ

て用いることができる。注記は，本文中の当該箇所の右肩に右片括弧付きで通し番号を

付し，本文（謝辞）の後に，まとめて記述する。 
 



10）図表 

完成した冊子は B5 版，2 段組となるため，図表のサイズについては，片段のものは 7cm 以

下，両段のものは 14cm 以下になるように作成する．写真製版を必要とする場合は，図表欄外

に縮小率を記入する． 

 
11）文献表と文献引用 

文献は注とは別記し，参考文献としてまとめる。文献の書式は以下のようにする。 
① 和文論文 

著者名 (発行年): 論文名．掲載誌名(原則として略さない)，巻数(巻数はボールド)，ページ. 

② 和文単行本 

著者名(発行年): 単行本名．出版社名. 
③ 欧文論文 

著者名 (発行年): 論文名. 掲載誌名(イタリック，多少の略称は可．原則として Journal
は J.), 巻数(巻数はボールド), ページ. 
④ 欧文単行本 

著者名 (発行年): 単行本名(イタリック). 出版社名.  
⑤巻号のある雑誌で巻ごとに通しページのある場合は号数を省略する。号数のみのもの

は，巻数に準ずる (地学雑誌，115，262-278.)。巻号のある雑誌で号ごとにのみ通しペ

ージのある場合は巻号を記述する。 
⑥文献は，日本語文献，中国語文献，韓国（朝鮮）語文献，欧語文献の順に並べる｡ 
⑦同一著者の文献は，発表年順にまとめる。同じ発表年のものが複数ある場合は，引用

順に a，b，…を付して並べる｡ 
⑧類似した雑誌名が複数あって紛らわしい場合，必要に応じて発行地もしくは発行機関

名を括弧書きで付す。 
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